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現
在
、
出
版
界
や
図
書
館
の

　
　

世
界
は
、
電
子
出
版
、
電

子
書
籍
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
文
化

に
よ
っ
て
激
減
が
迫
ら
れ
て
お
り
、

電
子
書
籍
の
需
要
及
び
導
入
す
る

環
境
整
備
が
確
実
に
広
が
っ
て
い

る
。
と
こ
ろ
が
土
浦
市
の
新
図
書

館
構
想
は
、
電
子
書
籍
、
電
子
納

品
等
に
背
を
向
け
て
お
り
、
こ
の

よ
う
な
環
境
変
化
の
中
で
、
な
ぜ

新
図
書
館
の
蔵
書
90
万
冊
を
目
標

に
す
る
の
か
理
解
で
き
な
い
。
電

子
書
籍
等
の
活
用
で
図
書
館
整
備

内
容
も
大
き
く
変
わ
る
こ
と
か
ら
、

図
書
の
供
給
に
つ
い
て
も
再
検
討

す
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺

う
。

　
　

蔵
書
数
に
つ
い
て
は
、
平
成

　
　

14
年
度
に
公
募
に
よ
る
市
民

の
方
や
、
当
時
の
図
書
館
情
報
大

学
の
専
門
家
の
方
々
で
構
成
す
る

新
図
書
館
基
本
計
画
検
討
委
員
会

を
設
置
し
、
新
図
書
館
の
機
能
や

サ
ー
ビ
ス
等
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
た
だ
い
た
。
そ
の
結
果
、
平

父
子
家
庭
も
支
給
対
象
と
な
っ

た
。
手
当
の
支
給
は
、
父
子
家
庭

の
場
合
は
子
ど
も
を
監
護
し
て
い

る
事
に
加
え
、
そ
の
子
と
生
計
を

同
じ
く
し
て
い
る
事
が
要
件
と
な

る
。
支
給
対
象
と
な
る
子
ど
も
は
、

18
歳
に
達
す
る
日
以
降
の
最
初
の

３
月
31
日
ま
で
の
子
ど
も
、
ま
た

は
20
歳
未
満
で
障
が
い
の
状
態
に

あ
る
子
ど
も
で
あ
る
が
、
父
が
公

的
年
金
給
付
を
受
け
て
い
る
場
合

は
支
給
さ
れ
な
い
。
申
請
は
こ
ど

も
福
祉
課
窓
口
で
受
付
し
て
お
り
、

市
民
に
対
す
る
周
知
に
つ
い
て
は
、

市
広
報
紙
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
る
。
ま
た
、
７
月
末
に

は
、
父
子
家
庭
の
方
で
児
童
扶
養

手
当
の
支
給
対
象
と
な
る
可
能
性

の
あ
る
方
々
に
対
し
、
申
請
書
類

を
郵
送
し
て
い
る
。
今
後
も
引
き

続
き
広
報
紙
へ
の
掲
載
等
、
周
知

に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

・
空
き
家
対
策
に
係
る
適
正
管
理

　

条
例
に
つ
い
て

　
　

本
市
の
遊
休
地
の
代
表
的
な

　
　

も
の
と
し
て
宍
塚
大
池
が
あ

る
が
、
虫
食
い
状
態
的
に
買
収
し

た
土
地
が
現
在
も
そ
の
ま
ま
残
っ

て
い
る
。
今
で
は
森
林
公
園
な
ど

と
い
っ
た
話
も
あ
り
、
散
策
路
の

整
備
は
一
部
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ

る
が
、
本
市
に
と
っ
て
霞
ヶ
浦

と
並
ぶ
大
き
な
自
然
財
産
を
こ
の

ま
ま
放
っ
て
お
く
こ
と
は
、
あ
ま

り
に
も
も
っ
た
い
な
い
。
平
成
25

年
度
ま
で
に
買
い
戻
し
を
す
る
計

画
だ
と
聞
い
て
い
る
が
、
そ
の
後

の
活
用
策
に
つ
い
て
伺
う
。
ま
た
、

プ
ロ
パ
ス
ト
跡
地
の
購
入
に
つ
い

て
、
平
成
18
年
に
京
成
ホ
テ
ル

が
事
業
撤
退
を
決
め
た
時
点
で
は
、

市
は
具
体
的
な
目
的
及
び
事
業
内

容
が
な
い
と
の
理
由
で
購
入
し
な

か
っ
た
も
の
の
、
な
ぜ
今
回
は
購

入
す
る
の
か
、
そ
の
目
的
を
伺
う
。

　
　

宍
塚
大
池
周
辺
地
区
に
つ
い

　
　

て
は
、
国
や
県
の
上
位
計
画

に
よ
り
、
新
業
務
拠
点
の
位
置
付

け
を
受
け
、
昭
和
60
年
当
時
に
開

発
計
画
を
策
定
し
、
そ
の
後
平
成

８
年
ま
で
に
約
6.3
ヘ
ク
タ
ー
ル
を

主
に
土
地
開
発
公
社
で
先
行
取
得

し
た
も
の
で
あ
る
。
先
買
い
地
の

一
部
、
都
市
計
画
道
路
宍
塚
・
大

岩
田
線
沿
線
の
所
有
地
に
つ
い
て

は
多
目
的
広
場
と
し
て
お
り
、
花

火
大
会
で
の
積
極
利
用
は
も
と
よ

り
、
各
方
面
と
協
議
し
な
が
ら
暫

定
利
用
を
図
っ
て
き
た
。
第
７
次

総
合
計
画
で
は
、
開
発
と
自
然
環

境
保
全
の
両
論
を
併
記
し
て
い
る

が
、
整
備
に
つ
い
て
は
長
期
的
な

視
点
で
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
平
成
25
年
度
ま
で

に
買
い
戻
し
す
る
土
地
の
利
活
用

に
つ
い
て
は
、
地
権
者
協
議
会
へ

も
情
報
提
供
し
な
が
ら
具
体
的
に

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

　
　

プ
ロ
パ
ス
ト
跡
地
に
つ
い
て

　
　

は
、
市
以
外
の
民
間
企
業
な

ど
特
定
の
法
人
に
渡
っ
た
際
に
は
、

市
民
が
自
由
に
出
入
り
し
、
水
辺

に
接
し
、
和
め
る
こ
と
が
で
き
な

い
状
況
に
な
る
恐
れ
が
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
至
急
に
市
民
全
体
の
財

産
と
し
て
取
得
す
る
必
要
が
あ
る

と
判
断
し
、
当
面
は
公
共
の
利
用

に
供
す
る
行
政
財
産
と
し
て
、
暫

定
的
に
芝
生
広
場
を
整
備
し
て
市

民
に
開
放
し
て
ま
い
り
た
い
。
な

お
、
中
長
期
的
な
利
活
用
に
つ
い

て
は
、
今
後
議
会
の
皆
さ
ま
に
も

十
分
協
議
さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が

ら
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

　
　

父
子
家
庭
に
対
す
る
児
童
扶

　
　

養
手
当
の
支
給
に
つ
い
て
、

受
給
条
件
、
申
請
手
続
き
の
方
法
、

ま
た
市
民
に
対
す
る
広
報
に
つ
い

て
伺
う
。

　
　

児
童
扶
養
手
当
法
の
改
正
に

　
　

よ
り
、
本
年
８
月
１
日
か
ら

質
問

柏村忠志　議員

土
浦
駅
前
北
地
区
再
開
発
事

業
（
図
書
館
）
に
つ
い
て

都
市
整

備
部
長

質
問

栁澤　明　議員

遊
休
地
の
現
況
と
プ
ロ
パ
ス

ト
跡
地
に
つ
い
て

副
市
長

質
問

荒井　武　議員

父
子
家
庭
に
対
す
る
改
正
児

童
扶
養
手
当
の
支
給
開
始
に

つ
い
て

保
健
福

祉
部
長

教
育

次
長

川口２丁目プロパスト跡地川口２丁目プロパスト跡地


